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（Apricot Nurse Support System: ANSS）の下で新人教育を担当する看護師が感じる困難を
明らかにして、その克服に向けた支援策を検討する。〈方法〉同病棟でエルダー、メンタ
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Apricot Nurse Support System（以下、ANSS）である。ANSS は、全ての看護師がそれぞれ
役割をもち、バックアップチームを作って新人看護師（アプリコットナース）に関わる、
「全員参加型」の教育システムである。図 1 に示すように、ANSS では、教育担当者の下
に知識・技術を指導するメンターと新人看護師の生活面の指導や精神面を支援するエルダ
ーを配置して、全員がそれぞれの役割で新人看護師の教育を行う（福井（2008））。第一著



































































































2018 年 10 月～2019 年 1 月  
 
４）分析方法  
























協力者 12 名の看護師経験年数は、平均 7.3 年、中央値 6 年であった。エルダー、メン
ター、リーダー（各 4 名）の看護師経験年数は、それぞれ平均 3.0 年、11.3 年、7.5 年で
あった。12 名の中で、過去にプリセプターシップを経験した者は 1 名のみであった。3 名
には 3～4 年の小児病棟以外での勤務経験があり、それ以外の 9 名は入職時より現在まで
一貫して小児病棟で勤務していた。12 名のうち 2 名が男性、10 名が女性であった。リー
ダー4 名のうち 2 名は初めてリーダーの役割を担当する者であった。12 名のうち、プリセ
プターシップによる新人教育を経験した者は 1 名であった。2018 年度に小児病棟へ入職
した新人看護師は 1 名で、4 チーム（①～④）のうち、チーム④に配属された。  
 
２）分析結果 
12 名のインタビュー時間の平均値は 17 分、中央値は 15.5 分（8～34 分）であった。  
（１）ANSS の仕組みに関する認識  
ANSS の仕組みについて、16 個のコードから、4 つのサブカテゴリーと 1 つのカテゴリ
ーが抽出された。協力者の役割に関わらず、12 名とも ANSS を【チームを作り病棟全体
で新人看護師を支えるシステム】と認識していた。この ANSS のさらなる特徴として、
〈チームによる新人看護師のフォロー〉〈チームにおける役割分担〉〈チームによる新人以
外へのフォロー〉〈病棟全体で関わるシステム〉の 4 つを認識していることが示された。  
 
表１ 協力者 12 名の属性  
 










A ① ‐ ‐ ‐
B ② ‐ ‐ ‐
C ③ ‐ ‐ ‐
D ④ ○ ‐ ‐
E ② ‐ ‐ ‐
F ④ ○ ‐ ‐
G ① ‐ ○ 3年 ‐
H ③ ‐ ‐ ○
I ① ‐ ‐ ‐
J ③ ‐ ○ 4年 ‐
K ④ ○ ○ 4年 ‐
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（２）新人教育を担当する看護師が新人との関わりで感じる困難（表２）  
12 名が新人看護師との関わりで感じた困難の詳細を役割ごとに表 2 に示した。  
① エルダー 









メンターの語りから、4 つのサブカテゴリーと 3 つのカテゴリーが抽出された。【情
報共有の難しさ】では、新人に関する〈情報の共有が困難〉である、あるいは新人〈個  
 
表２ ANSS 教育スタッフが感じる困難 
 



















































































































メンターの語りには、6 つのコードがあり、そこから 3 つのサブカテゴリー、3 つのカテ
ゴリーが抽出された。新人の【技術面の指導】をしながら【新人のモデル】として振る舞
い、そして【エルダーのフォロー】をすることも自身の役割だと認識していた。  








また、協力者 9 名は日常業務の中で新人と関わることが「少しある」と、1 名が「ほぼな
い」と回答した。新人が配属されたチーム④のメンター、リーダーは「ある」と回答した。  
（５）役割遂行の認識に関わる要因（表５）  
12 名が自身の役割を遂行できている／いないと考える理由を役割ごとに表 5 に示した。 
① エルダー 













はい いいえ わからない ある 少しある ほぼない ない
エルダー 0 4 0 0 4 0 0
メンター 0 1 3 1 2 1 0

























※代表的引用内 A～L は表 1 の協力者 ID を指す。  


















































































な状況にあったと推測された。また、X 大学病院小児病棟には、2015 年度に 9 名の新人看
護師が入職したが、2016 年度では 0 名、2017 年度では 2 名と、いずれの年度でも入職者が































































































































2016 年から 2018 年の X 大学病院小児病棟への新人看護師の入職数が 0～2 名と非常に
71







































































「全員参加型」の新人看護師教育システム ANSS を採用する X 病院小児病棟の教育ス
タッフが新人看護師との関わりで感じる困難の調査から、以下のことが明らかになった。  
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Analysis of Perceived Barriers of Pediatric Staff Nurses 
to All-participating-type New Graduate Nurse Education 
 
      
           
    
Abstract 
[Purpose] This qualitative study aimed to explore perceived barriers and required support for 
staff nurses’ dedication to all-participating-type new graduate nurse education in a pediatric ward 
of university hospital X, which is based on its original Apricot Nurse Support System (ANSS). 
[Method] Semi-structured interviews were conducted by the first author, who is one of chief 
nurse educators in the ward, on a total of 12 staff nurses whose roles in ANSS teams were elders 
(who mentally support new graduate nurses; n=4), mentors (who instruct pediatric nursing skills; 
n=4) and leaders (who are chiefs of mentors to lead their teams; n=4). Verbatim transcription of 
interview data was analyzed qualitatively. [Results] The perceived barriers for staff nurses ’ 
ANSS participation included “poor working relationships with new graduate nurses”, 
“difficulties supporting other team members”, “difficulties sharing new graduate nurse’s 
information among all members”, “unclear arrangement of teaching roles for each team member”, 
“lack of adequate teaching skills” and “lack of teaching opportunities”. Most of staff nurses 
showed low perception of accomplishment in their roles, which was derived from “little 
opportunity for interaction with new graduate nurse” and diffusion of teaching responsibility 
among members. [Discussion] To overcome the barriers for staff nurses who are dedicated to 
ANSS-based new graduate nurse education, more external support would be required at intra -
individual, inter-individual and overall level, such as promoting staffs’ understanding of roles in 
ANSS team, helping information sharing of new graduate nurses among team members, and 
exemplifying specific roles of each team member, respectively.  
Keywords: Apricot nurse support system, Pediatric nursing, All-participating-type,  
New graduate nurse education, Continuing education  
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